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ご　　　挨　　　拶
商学学術院総合研究所 兼 産業経営研究所 所長
早稲田大学 商学学術院教授 　武　井　　　寿
　本日の主催研究所を代表しまして一言ご挨拶させていただきます。
　今日は多数の皆様にご来場いただきまして大変ありがとうございます。心から御礼を申し上げま
す。
　早稲田大学産業経営研究所は今年で設立より36年を迎えています。産学の共同研究などを中心と
して、これまで様々な活動や催しを行ってまいりました。初代所長は原田俊夫先生（名誉教授）で、
先生はマーケティング研究の大家でした。原田先生は、残念ながら今年の3月22日に89歳で他界さ
れました。実は現在の商学学術院長・商学部長の恩蔵直人教授の先生にあたります。30年を越える
歴史のなかで、伝統を引き継ぎながらも、世代間のバトンタッチが進んでおります。
　産業経営研究所は、商学部と大学院商学研究科の大多数の先生方によって構成されており、専門
科目だけではなく、外国語や総合教育の先生方も含めて兼任研究員という形で運営されております。
また、他大学の先生方、商学研究科院生達を入れますと、優に100名を超えるスタッフで運営され
てきたという歴史があります。
　本日のフォーラムのテーマに関連してこの30余年を概観しますと、「働く」ことの仕組みやシス
テム、さらには働くことの意味が変わってきたように感じます。とくに、ここ10年程の変化は著し
いように思います。本日はいろいろな立場でのお話を拝聴できるものと考えますが、大学も世の中
の動きと無縁ではなく、例えば、全国の多くの大学において、現在、准教授といった名称が使用さ
れ、助教といった職位が設けられております。また、任期が設けられている場合もあります。
　また、社会に目を向けますと、どうでしょうか。皆さんもご経験があるかと思いますが、以前は、
自分の子供が社会人になるときには、ここでは4月1日と仮定しますと、初日に親がお赤飯を炊いて
祝ってくれたといったことがありました。それは子にとりましては一生の記憶として残ります。大
学卒業者であれば成人式に続く社会人への自覚の道のりです。また、わが子だけではなく、これか
ら社会人になるという多くの若者たちに対して、社会は、立派に大人になってくれた、その将来が
輝かしいものであって欲しい、という願いをもち、それを共有していたように感じます。そのよう
な気風も大きく変わっております。やはり時代の変化ということだろうと思います。
　本日、コーディネータとモデレ―タを務めていただきます鈴木宏昌早稲田大学教授は、労働経済
学の泰斗として、国内外においてご活躍です。先日も先生のお世話によって産研主催のフランス人
の先生による講演会が行われました。また猪木武徳先生をはじめとして多くの研究者の著書に先生
に言及した部分があります。今日も、鈴木先生のご尽力により、各界からご著名な皆様に集まって
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いただきまして、産業経営研究所としても大変に名誉なことと感じております。
　どうぞ夕刻までご清聴いただければと思います。ありがとうございました。
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